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ドローンポートの開発およびドローンによる 

アクセス困難地からの資器材撤収技術 
 

 
 

成果の内容 

１ 簡易な傾斜地用ドローンポートの開発 

道路の通じていない山奥の傾斜地等（図１）でドローンの離着陸を可能とし、ドロー

ンで運搬できるドローンポートを開発した。主な運搬物資（表１、図２）である架線集

材用の滑車が 1 個 20kg 弱であることから、最大搭載重量が 25 ㎏のドローンを選定し、

ドローンポートの総重量を 25kg 以下とした。サイズは、軽バンに収納可能かつ離着陸

（図３、図４、図５）の広さを確保するため、天板 1枚の大きさを 1,800mm×900mm×50mm

とし、２枚を蝶番でつなぎ、1,800mm×1,800mmの広さとした（図６）。天板は各４本の着

脱式支柱の支持により自立し、組み立てが容易（図７）で、30度までの傾斜、凹凸に対

応可能である。 

２ 架線集材に使用した資器材のドローンによる撤収 

(1)  選定したドローンは人肩とほぼ同等の重さの資器材を運搬でき、ドローンを活用す

ることで、大幅な撤収作業の省力化・軽労化が図られる（表１、表２）。 

(2)  ドローンによる１往復当たりの運搬時間（分/回）は、人肩運搬時間の約４分の１で、

かつ、単位重量当たりの運搬時間（分/kg）も人肩運搬時間の約４分の 1である（ドロ

ーン飛行準備作業時間を含む）（表２）。 

(3) 飛行中のドローン直下での作業が原則禁止されていることに加え、ドローンポート

に着陸することにより、ドローンの不意の墜落等から作業者の安全を確保した上で荷

掛け作業をすることができる。 

(4)  撤収作業の最終段階でドローンポートをドローンで直接吊って荷下げすることがで

きる。 

 

成果の活用面・利用上の留意事項 

１ 上空から見て、ドローンの離着陸が可能な空間がない場合は、ドローンポートの設置

場所を確保するため、伐採等の作業が必要である。 

２ ドローンによる器材撤収は、イニシャルコスト、ランニングコストが高いため、従来

作業の人肩運搬よりもコストがかかる。 

３ 特許登録「可搬式ドローンポート及び可搬式連結ドローンポートの運搬方法」（登録日：  

2025年 9月 10日、特許番号 第 7742065号） 

  

道路の通じていない山奥の傾斜地等で使用した資器材の撤収時にドロー

ンを利用するために、その離着陸に必要な平坦地を確保するドローンポー

トを開発した。これにより、大幅な省力化・軽労化が図られる。 
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具体的なデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 荷下げ作業実証位置図 

図２ 運搬物資（荷下げ後） 図３ 土場（麓） 



- 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 運搬物資 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ ドローンポート(折り畳み時) 

図５ ドローンによる器材運搬 図４ 先山での安全な荷掛け 

滑車 

図７ ドローンポート(容易な組立て) 

六角ドライバ 

締め金具 
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 表２ ドローン運搬と人肩運搬の効率の比較 
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